
平成２６年２月号 №６５９

SETOUCHI

満面の笑みの新成人たち！ 

人 口 の う ご き 

平成２６年 １月１日 

総人口    ９，６２６（－  ３） 

  男       ４，６２６（－  １０） 

女       ５，０００（＋  ７） 

世帯数    ５，３６３（－ １１） 

カッコ内は前月との比較     

今 月 の 主 な 記 事 

○ 古高元年！‥……………‥Ｐ２ 

○ お知らせ…‥………………Ｐ３ 

○ カレンダー…………………Ｐ９ 

○ 戸籍の窓 ………………‥･Ｐ１０ 

○ まちの話題…………………Ｐ１１



修学旅行（2 年生）：12/3～6 に奈良，京都，大阪に行ってきました。 

奈良公園(12/3)    京都(12/4) 大阪城(12/5) ＵＳＪ大阪(12/5)

町教職員ソフトボール大会 県ＰＴＡ研究大会(12/7) 大島紬学体験習(12/3) 

クラスマッチを行いました(12/18) 交通安全教室(12/11) 防火避難訓練(12/12) 

油井中で出前授業（12/18） 大学等出前講座(12/18)二大学，一短大，三専門学校が来校 

２月１６日（日） まちづくりフェスティバル      広報せとうち（２）

編集後記（教頭）

若者が都会に憧れるのも，野球選手が大

リーグに挑戦する気持ちももちろんわかり

ます。そうやって人類は進歩してきたので

すから。地方の時代と言われて久しいです

が，アベノミクス効果は瀬戸内町に届いて

いるでしょうか？年を取って帰るふるさと

があればいいのですが高校がなくなると町

から人口は流出するでしょう。加計呂麻・

請･与路の中学生数は 31 人です (5/1 現在 )。
世界自然遺産登録ももちろん大切です。し

かし高校がなくなってからでは手遅れで

す。これは一人ひとりの問題です。みんな

で考えましょう。         県空手道選手権(11/24) 県高校書道展(12/18) 
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ソフトボールは３－１，バレーボールは１－１が優勝！

連覇を達成！（12/14） 静岡仁美さん（1-1）が発表しました
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自転車実技講習を行いました 消火器の使用方法の講習
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あなたの知人で瀬戸内町に移住希望の方がいたら、ご紹介してください。

奄美大島本島  油井地区 木造平屋 ５ＤＫ 家賃：２０,000円 

加計呂麻島   於斉地区 木造平屋 ２ＤＫ 家賃：１５,000円 

【受付期間】 平成２６年２月３日（月）～平成２６年３月１０日（月） 

        9:００～17:００（土･日祭日は除く） 

【申込資格】  

● 瀬戸内町に移住する者（入居決定後、本町に転入する者） 

● 現に同居し、又は同居しようとする親族（婚姻の届けをしないが事実上婚姻関係と同

様の事情がある者、その他婚姻の予定者を含む）があること 

● 居住地の市町村税及び使用料を滞納していない者であること 

● その者又同居親族が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法

律七十七号）第二条第六号に規定する暴力団員でないこと 

● その他、町長が特に必要と認める者 

【必要書類】 所得額証明書、住民票謄本、納税・納付証明書、健康保険証の写し 

【問合せ先】 瀬戸内町役場 企画課 TEL０９９７-72-1112(直通)

町県民税及び国民健康保険税等の申告並びに納税につきましては、日頃から町民の皆様のご協

力をいただき厚くお礼申し上げます 

 今年も町県民税及び国民健康保険税等の申告をしていただく時期になりました。この申告は、

あなたの町県民税及び国民健康保険税等を正しく算出する基礎となります。また、各種証明書や

国民健康保険税の軽減の資料となります。 

申告期間    ２月１日～３月１５日（閉庁日は除く） 

受付場所    役場税務課 住民・国保税係 

（年金収入の方）収入が、公的年金のみの方は、申告の必要はありません。ただし、以下に該

当する場合は、申告が必要です。

・年金額が４００万円を超える場合。・年金以外に、収入がある場合。 

・年金の源泉徴収票の扶養や控除欄に相違がある場合。（配偶者・扶養人数・障害・寡婦等） 

・所得税が源泉徴収されている方で還付申告を行う場合は、確定申告となります。 

（給与収入の方）・給与収入者で、会社にて年末調整をしていない方。

（収入のない方）・特に国民健康保険に加入されている人で、所得のない方も、申告をされない

と国民健康保険税の軽減措置等が受けられなくなりますので、必ず申告をお願いします。

申告に持参するもの 

１．前年中の収入の確認できるもの。（給与支払い報告書等） 

２．年金・保険等の支払額証明書等 

３．障害者控除を受ける人は、障害者手帳等 

４．印鑑（朱肉を使用するものシャチハタはご遠慮ください） 

※確定申告が必要な方は、２月１７日～３月１４日の間にお願いします。 

 問合せ先 瀬戸内町役場税務課 住民・国保税係 ℡ 0997-72-1116 

広報せとうち(３)       ２月１６日（日）  まちづくりフェスティバル       

定住促進住宅入居者募集のお知らせ 

町県民税及び国民健康保険税の申告について 



1.家電リサイクルについて 

下記の家電４品目は、家電リサイクル法により販売店が引取り、家電メーカー等がリサイクル

することが義務づけられており、消費者はその際にかかる「収集運搬料金」と「再商品化等料金

（リサイクル料金）」を負担するように定められています。 

○家電４品目（業務用は対象外となります） 

・冷蔵庫・冷凍庫  

・エアコン  

・テレビ（ブラウン管式、液晶式及びプラズマ式のものに限る。）  

・洗濯機及び衣類乾燥機  

2.家電リサイクル海上輸送料金の軽減について 

下記表１のとおり、「収集運搬料金」のうち瀬戸内町から指定引取場所（鹿児島県本土）まで

の海上輸送料金が（一財）家電製品協会の離島対策支援事業により軽減されます。 

○表１ 家電４品目における海上輸送料金の軽減額 

※期間によって軽減額が異なります。 

家電品目 

軽減額 

※（H26.1 月～H26.2

月） 

軽減額 

※（H26.3 月～H27.１

月） 

エアコン ９２０円 ９５０円 

テレビ(ブラウン管・液晶・プラズマ式) ５１５円 
５３０円 

冷 蔵 庫 ・ 冷 凍 庫 
400L以下 １,０９０円 １,１３０円 

401L以上 １,９００円 １,９３０円 

洗濯機・乾燥機 ９７０円 １,０００円 

3.義務外品について 

表２の各取扱店は、過去に各取扱店で購入した家電でなくても、排出者からの求めに応じて、

収集運搬を行っています。収集運搬料金は、各取扱店によって異なりますので、詳しくは各取

扱店へお問い合わせください。

○表２ 家電リサイクル取扱店（※過去に購入した家電でなくても引き取り可） 

 店 名   住 所 電 話 番 号  店 名   住 所 電 話 番 号 

ホンダ電機商会 船津 72-1217 武原電気工事社 船津 72-0617 

ニ シ ナ 電 器 大湊 72-0774 高田電気 松江 72-0577 

キヨハラ無線 宮前 72-0592 喜島電気 大湊 72-0738 

【問い合わせ先】  役場生活環境課  電話 ０９９７－７２－１１１３（直通）

２月１６日（日） まちづくりフェスティバル 広報せとうち(４) 

家電リサイクルについて 

指定引取場所（鹿児島県本土）古仁屋港



１．【応募資格】

① 平成２６年４月１日現在で満年齢１８歳以上６０歳未満の者

② 瀬戸内町に住所を有している者

③ 町税及び使用料に滞納がない者（同一世帯含む）

２．【応募期間】

  平成２６年２月３日（月）～平成２６年２月１７日（月）まで（土、日、祭日は除く）

 ※ 郵送可 ２月１７日（月）消印有効

３．【申込手続】

  所定の申込書兼履歴書及び作文を（総務課人事行政係）へ提出。

（申込書兼履歴書及び作文用紙は役場総務課で配布又は瀬戸内町ホームページからダウンロー

ドできます。）

４．【採用方法】

  作文（４００字詰め原稿用紙１枚程度）及び書類選考で実施。

採用者には別途通知いたします。

【雇用期間】

 年間契約 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日まで

【職  種】

事務員・技術補助員・保育士・栄養士・調理員・母子指導員・医療事務員・看護師・看護助手

ケアマネージャー・保健師・住宅補修員・船員・幼稚園教諭・学校用務員・特別支援教育支援員

図書司書・消防署補助員・道路整備員・営農支援員・運転手・火葬場管理人・衛生センター作

業員(６５歳未満)・清水公園管理作業員(６５歳未満とする)等

【問合せ・提出先】 〒894-1592 瀬戸内町古仁屋船津２３番地

瀬戸内町役場総務課 人事行政係 ℡ ０９９７－７２－１１１１ 

                       FAX ０９９７－７２－１１２０ 

瀬戸内町が発注する物品の購入等に係る競争入札に参加するためには、あらかじめ申請し入札

参加資格を取得する必要があります。（法人・個人を問いません）入札参加資格の審査を受けよ

うとする方は、下記により申請してください。 

・受付期間   平成２６年２月３日（月）～随時受付 

・受付時間   午前８時３０分～午後５時１５分（午後０時～午後１時は除く） 

・受付場所   財産管理課 管財係 ０９９７－72-1196（直通） 

・申請方法   役場ＨＰ（http://www.amami-setouchi.org）から申請様式ダウンロード 

        または財産管理課 管財係で申請様式を受け取り  

・資格登録期間 【町内】平成２７年３月３１日まで（平成２６年度） 

        【町外】平成２７年３月３１日まで（平成２５・２６年度） 

広報せとうち(５)      ２月１６日（日） まちづくりフェスティバル

平成２６年度瀬戸内町臨時職員の募集について 

瀬戸内町物品等に係る指名競争入札参加資格審査申請について 



鹿児島県では，「公営住宅法」及び「鹿児島県営住宅条例」に基づき，県民が健康で文化的な

生活を営むことができるように，国と協力して県内各地に住宅を建設し，住宅に困窮する低所得

者を対象に安い家賃で賃貸しています。 

大島支庁瀬戸内事務所では，平成26年 4月 1日以降発生する県営住宅阿木名団地及びコー

ラルタウン船津団地の空き家への入居を希望される方の空き家待ち順位登録の申込を下記のと

おり受け付けます。 

なお，現在申し込みされている方も，新たに申し込み手続きをする必要があります。

１ 募集案内配布・受付期間 

期間：平成26年 2月 3日（月曜日） ～ 平成 26年 2月 24日（月曜日） 

午前 9時～午後5時まで     ※ 祝祭日を除く 

場所：大島支庁瀬戸内事務所 総務課（2階） 

２ 抽選日 

日時：平成26年 3月 6日（木曜日）午後２時 ～ 

場所：大島支庁瀬戸内事務所 大会議室（2階） 

３ 申込資格 

(1)現在，住居に困っていることが明らかであること。 

※ 持家のある方，公営住宅（県,市町村営住宅）に入居されている方は原則として入

居申込みはできません。 

(2)収入が公営住宅法施行令で定められた収入基準の範囲以内であること。  

 ※ 同居しようとする親族（婚約者を含む）の収入も合算します。 

(3)県税を滞納していないこと。 

(4)入居申込者又は同居親族が暴力団員ではないこと。 

４ その他 

(1)この募集は，空き家待ち順位登録対象団地に空き家が発生したとき，抽選により決定

した登録順位に従って住戸を紹介するものであり，県営住宅に即または，必ず入居で

きるものではありません。  

(２)お申込みは，原則１世帯につき１団地とします。 

(３)単身者の入居可能な住宅がある団地は，コーラルタウン船津団地(２ＤＫ)のみです。 

(４)２人世帯の申込者には，原則として２居室の住戸を紹介します。 

２月１６日（日） まちづくりフェスティバル 広報せとうち(６)

県営住宅空き家待ち順位登録募集案内 

募集案内配布・受付・お問い合わせ 

鹿児島県大島支庁瀬戸内事務所 総務課 

〒894-1506  鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津36 

TEL （0997）72-2111   内線 １２２



【応募資格】

① 瀬戸内町に住所を有する６５歳未満の個人又は団体

② 町税等に滞納がない者（同一世帯を含む）

【募集内容】

① 瀬戸内町公園等施設の清掃に関する業務

② 業務委託期間：平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日（１年間）

③ 業務内容

施設名及び委託内容

 施 設 名 場所 業務時間 年間委託料  単 価 摘 要 主管課

1 大湊公衆トイレ 大湊 １時間/日 250,600円 700円/1ｈ 30日/月 まち観光課

2 松江公園トイレ 松江 １時間/日 250,600円 700円/1ｈ 30日/月 農林水産課

3 古仁屋漁港公園トイレ 大湊 １時間/日 250,600円 700円/1ｈ 30日/月 農林水産課

4 二本松公園トイレ 須手 １時間/日 250,600円 700円/1ｈ 30日/月 建 設 課

5 春日公園 春日 １時間/日 250,600円 700円/1ｈ 30日/月 建 設 課

6 船津公園 船津 １時間/日 250,600円 700円/1ｈ 30日/月 建 設 課

7 瀬久井東公園 瀬久井東 １時間/日 250,600円 700円/1ｈ 30日/月 建 設 課

※ 詳細については、主管課にお問合せください。

【応募期間】：平成２６年２月３日（月）～平成２６年２月１７日（月）まで

【応募方法】

① 所定の募集申込書により持参又は郵送（２月１７日（月） 消印有効）

② 必要書類：住民票・納税証明書 各 1通（個人又は代表者）
【応募先】

瀬戸内町役場総務課人事行政係 庁舎 2F ℡ ０９９７－７２－１１１１
※応募申込書及び業務等委託仕様書は、役場担当課でお求めください。

 農林水産課水産振興係      庁舎 3F ℡ ０９９７－７２－１１７４（直通）
 建設課（河川港湾係・住宅係）  庁舎 3F ℡ ０９９７－７２－１１１５（直通）
 まちづくり観光課観光係     庁舎 2F ℡ ０９９７－７２－１１１１（代表）

平成２６年度から個人住民税の均等割が引き上げられます。（平成３５年まで） 

「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源確保

に係る地方税の臨時特例に関する法律（平成２３年法律第１１８号）」が交付され、全国の地方

自治体で行われる緊急防災・減災施策に要する費用の財源を確保するため、個人住民税（町民税

及び県民税）の均等割の標準税額が引き上げとなりました 

お問合せ先 税務課 ℡０９９７－７２－１１１６（直通） 

広報せとうち(７)       ２月１６日（日） まちづくりフェスティバル           

現行（年額） 引き上げ額（年額） 引き上げ後（年額） 

個人町民税 3,000円 500円 3,500円 

個人県民税 1,500円 500円 2,000円 

個人町・県民税 

（合計） 
4,500円 1,000円 5,500円 

税務課からのお知らせ 

瀬戸内町清掃業務等委託募集について 



【応募資格】

① 瀬戸内町加計呂麻地区に住所を有する６５歳未満の個人又は団体 

② 万一の事故発生時において、損害賠償を確実に担保できる者 

③ 町税等に滞納がない者（同一世帯含む） 

【募集内容】 

① 瀬戸内町営定期船「フェリーかけろま」船舶待合所の乗船券発売及び待合所管

理業務、その他船舶事業に関する業務。 

② 業務委託期間：平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日（１年間）

③ 業務の場所及び時間 

・ 瀬相待合所（加計呂麻地区）：午前７時～午後６時３０分 

・ 生間待合所（加計呂麻地区）：午前８時～午後５時 

④ 年間委託料 

待合所名 委 託  料  摘   要  

瀬相待合所 1,860,000 円 155,000 円/月支払い 

生間待合所 1,680,000 円 140,000 円/月支払い 

【応募期間】：平成２６年２月３日（月）～平成２６年２月１７日（月）まで

【応募方法】 

① 所定の募集申込書により持参又は郵送（2月１７日（月） 消印有効） 

② 必要添付書類：住民票・所得額証明書・納税証明書 各 1通（個人又は代表者） 

※ 詳細についてのお問合せや応募申込書及び業務等委託仕様書については、 

瀬戸内町役場まちづくり観光課船舶交通係(℡72-4560）へお願いします。 

【応募先】 

瀬戸内町役場総務課人事行政係 庁舎 2Ｆ ℡ ０９９７－72－１１１１(代表) 

２月１６日（日） まちづくりフェスティバル 広報せとうち(８) 

瀬戸内町船舶交通事業業務等委託募集について 

平成２６年度警備業務委託及び清掃人夫の募集について 

　　(申込書兼履歴書は役場総務課で配布又は瀬戸内町ホームページからダウンロードできます)

５．【雇用期間】

　　　　　　　　　     ℡ 0997-72-1111  　FAX 0997-72-1120

　　（年間契約）平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日まで

６．【問合せ及び書類提出先】

　　〒894-1592　   瀬戸内町古仁屋船津23番地　瀬戸内町役場総務課　人事行政係

　　※　郵送可　２月１７日(月)　消印有効

１．【応募資格】

２．【応募期間】

３．【申込手続】

４．【採用方法】

　　所定の申込書兼履歴書を総務課人事行政係へ提出

　　書類選考で実施。採用者には別途通知いたします。

　　①　平成26年4月1日現在で満年齢18歳以上70歳未満の者

　　②　瀬戸内町に住所を有している者

　　③　町税及び使用料に滞納がない者（同一世帯含む）

　　平成２６年２月３日(月)から平成２６年２月１７日(月)まで（土、日、祭日は除く）



広報せとうち(９)       ２月１６日（日） まちづくりフェスティバル       

日 月 火 水 木 金 土

2月 2014年(平成26年)　せとうち情報カレンダー

28 27 28 29 30 31 1
でぃ～うもろう
会(西阿室地
区)

○　ぽっかぽかくらぶ、きゅら島コツコツ継続コース、4ヶ月児健診、3歳児健診、

8
でぃ～うもろう
会(伊子茂地
区)

9 10
☆きゅら島コツ
コツ継続コース

11
建国記念日

12
母親学級②

13
☆ぽっかぽかくら
ぶ
◎3歳児健診
◎元気な笑顔教
室(清水地区)

14
☆ぽっかぽか
くらぶ

15
でぃ～うもろう
会(諸鈍地区)

2 3
☆きゅら島コツ
コツ継続コース

4
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎元気な笑顔
教室

5
母親学級①
◎元気な笑顔
教室（阿鉄地
区）

6
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎男の料理教
室

7
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎元気な笑顔
教室（篠川地
区）

22
でぃ～うもろう
会(薩川地区)
☆わくわくキッ
ズ（3歳児以
上）

28
☆ぽっかぽか
くらぶ

1

16
まちづくりフェス
ティバル

17
☆きゅら島コツ
コツ継続コース

18
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎元気な笑顔
教室

19
◎元気な笑顔
教室（西古見
地区）
母親学級③

20
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎男の料理教
室

21
☆わくわくキッ
ズ（3歳児以
下）
☆ぽっかぽか
くらぶ

23
職域駅伝大会
ＧＡＮカップ杯

24
☆きゅら島コツ
コツ継続コース
◎元気な笑顔
教室

25
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎へるしお教
室

26
◎元気な笑顔
教室

27
☆ぽっかぽか
くらぶ
☆4ヶ月児健診
◎元気な笑顔
教室(手安地
区)

わくわくキッズ（3歳児以下・3歳児以上）問合せは、保健福祉課　保健予防係 TEL0997-72-1068 （直通）

○　元気な笑顔教室、元気な足腰講座、男の料理教室の問合せは、

保健福祉課　地域支援係　TEL 0997-72-1153 （直通）

○　へるしお教室の問合せは、保健福祉課　保険給付係　TEL0997-72-1068 （直通）



２月１６日（日） まちづくりフェスティバル 広報せとうち(１０)

「お誕生・ご結

婚・お悔やみ」

は 12 月に届け

られた分のう

ち、希望者のみ

を掲載していま

す。 (敬省略)

お
誕
生お

め
で
と
う

名

前

保
護
者

住
所

徳
原

心
結

こ

こ

な

勝
彦

古
仁
屋

関

俊
し
ゅ
ん

太
朗

た

ろ

う

健
二

古
仁
屋

里
山

晏あ
ん

理り

太
一

勝

浦

瀬
本

れ
な

誠
也

古
仁
屋

澤
江

絆
生

き
し
ょ
う

幸
仁

古
仁
屋

池
上

優ゆ

芽め

洋
行

古
仁
屋

時
田

玲
來

れ

な

孝
幸

節

子

中
津

遥か
な

大た

裕

兵
庫
県

中
西

虎
汰

こ

た

朗ろ
う

將
斗

大
阪
府

蘇

瞳め
い

菜な

雄
亮

古
仁
屋

豊

聖せ
い

真ま

真
人

古
仁
屋

西
村

美
優
奈

み

ゆ

な

優
樹

古
仁
屋

ご
結
婚お

め
で
と
う

名

前

本

籍

昌
也

節

子

髙
田

香
奈
子

宇
検
村

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

氏

名

年
齢

本

籍

仁
科

功

８９

於

斉

本
田

清
二

８５

古

志

徳
田

和
美

５５

秋

徳

久

泰
次

８２

古
仁
屋

伊
藤

勝
雄

９１

池

地

松
村

研
治

７４

古
仁
屋

池
田

宏
二

９１

久
根
津

實
川

オ
ノ
イ

８６

瀬

相

宮
山

修
道

７８

西
古
見

福
澤

タ
ツ
子

８３

古
仁
屋

池
田

キ
ク

８９

秋

徳

守
屋

ヒ
サ
エ

８５

実

久

香
典
返
し(

社
協
へ)

（
１２
月
分
）

（
遺
族
）

（
故
人
）(

住
所) 

大
村

文
子

和
章

押

角

柳

須
賀
子

徳
永
ヒ
デ
子

蘇

刈

池
田

将
司

徳
田
和
美

秋

徳

池
田

哲
也

宏
二

久
根
津

納

万
寿
也

末
子

網
野
子

仁
科
サ
エ
子

功

於

斉

松
村
美
加
子

研
治

船

津

西
田

ヤ
ス
エ

厚

佐
知
克

総
合
計
金
１
３
０
，
０
０
０
円
也

広
報
紙
郵
送
料

（
氏
名
） 
 
 
 
 
(

住
所) 

豊
島

義
裕

一
万
円

大
阪
府

御
寄
付
の
お
礼
（
青
少
年
育
成
基
金
）

瀬
戸
内
町
青
少
年
育
成
基

金
へ
の
御
寄
附
を
、
「
昭
和
４０

年
生
同
窓
会
」
様
か
ら
一
金
１

０
０
，
０
０
０
円
い
た
だ
き
ま

し
た
。

青
少
年
育
成
基
金
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
昭
和
３６
・
３７
・
３８
・
３９
年

生
有
志
）
様
か
ら
一
金
４
０
，

０
０
０
円
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
基
金
は
、
青
少
年
の
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
・
各
種
大
会
出

場
等
の
補
助
金
へ
充
て
、
大
切

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

皆
様
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

誕
生
日
の
手
続
き
（現
況
届
）！

年
金
を
引
き
続
き
受
け
取
る
た
め
に
は
，
毎
年
誕
生
月
の
末
日
ま

で
に
，
「年
金
受
給
権
者
現
況
届
（現
況
届
）」を
事
務
セ
ン
タ
ー
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
は
，
年
金
を
引
き
続
き
受
け
る
た
め
の
権
利
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
，
毎
年
誕
生
月
の
初
め
頃
に
送
付

さ
れ
ま
す
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
，
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
，

年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

氏
名
や
住
所
の
変
更
な
ど
に
よ
っ
て
，
誕
生
月
の
中
頃
に
な
っ
て
も

現
況
届
の
用
紙
が
届
か
な
い
と
き
は
，
奄
美
大
島
年
金
事
務
所
や
町

役
場
国
民
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
，
次
に
該
当
す
る
方
は
，
現
況
届
の
提
出
の
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

○

年
金
証
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
支
払
い
決
定
年
月
日
か
ら
一
年

以
内
で
あ
る
と
き
。

○

年
金
全
額
が
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
と
き
。

○

全
額
支
給
停
止
の
年
金
が
，
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
一
年
以

内
の
と
き
。

○

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
確
認
で
き
る
方
。

年金キャラクター

「もくもく」

ね
ん
き
ん

コ
ー
ナ
ー



広報せとうち(１１)     ２月１６日（日） まちづくりフェスティバル

～

感

謝

の

気

持

ち

～

１
月
４
日
、
新
成
人
（
９０
名
）

が
出
席
し
平
成
２６
年
の
成
人

式
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
。

式
の
前
に
古
仁
屋
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
お
祝
い
演
奏
が
あ
り

森
山
力
藏
教
育
長
の
式
辞
に
続

い
て
、
房
克
臣
町
長
・
安
和
弘

議
会
議
長
・
徳
永
允
（
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
会
長
）
か
ら

祝
辞
を
頂
い
た
。

ま
た
、
在
郷
青
年
団
の
高
塚

隼
人
さ
ん
と
長
帆
奈
美
さ
ん
が

青
年
団
活
動
を
通
し
た
体
験
を

話
し
叱
咤
激
励
し
た
。

そ
の
後
は
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
や
新
成
人
の
里
歩
寿
さ
ん
に

よ
る
島
唄
が
披
露
さ
れ
、
新
成

人
代
表
し
て
渡
敏
也
さ
ん
と
森

島
杏
奈
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
の
抱

負
と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
た
。

～

お

も

て

な

し

表

彰

～

第
１０
回
観
光
ま
ご
こ
ろ
県

民
運
動
会
長
表
彰
の
観
光
ま
ご

こ
ろ
お
も
て
な
し
部
門
で
瀬
戸

内
町
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
が
受
賞
し
た
。

同
団
体
は
、
町
内
で
開
催
さ

れ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
お
も

て
な
し
活
動
を
行
い
、
中
で
も

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で
は
、
第
１
回
か
ら
２０
年
以
上

に
亘
り
島
の
特
産
物
や
郷
土
料

理
を
振
る
舞
い
、
参
加
者
の
心

を
癒
す
活
動
が
観
光
客
の
方
々

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
っ
た
。

～
加
計
呂
麻
島
の
観
光
拠
点
に
～

１２
月
９
日
、
諸
鈍
地
内
で

「
加
計
呂
麻
島
展
示
・
体
験
交

流
館
」
建
設
工
事
の
地
鎮
祭
が

行
政
や
施
工
業
者
な
ど
の
関
係

者
が
約
５０
人
出
席
し
行
わ
れ

た
。本

町
の
加
計
呂
麻
島
に
は
、

豊
か
な
自
然
や
諸
鈍
シ
バ
ヤ
等

の
伝
統
文
化
・
戦
跡
な
ど
の
歴

史
や
史
跡
が
あ
り
多
く
の
観
光

客
訪
れ
て
お
り
、
今
回
着
工
す

る
施
設
が
本
町
、
加
計
呂
麻
島

の
観
光
拠
点
と
し
て
機
能
を
担

う
と
と
も
に
、
地
元
の
雇
用
促

進
と
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る

と
期
待
さ
れ
る
。

～

防

災

力

向

上

～

１
月
６
日
、
新
春
恒
例
と
な

っ
て
い
る
消
防
出
初
式
が
行
わ

れ
た
。

午
後
１
時
か
ら
古
仁
屋
小
を

出
発
し
、
古
仁
屋
港
岸
壁
ま
で

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
沿
道
は

多
く
の
見
物
客
で
賑
っ
て
い
た
。

各
隊
員
の
入
場
が
終
わ
る
と
、

人
員
報
告
や
消
防
分
署
職
員
に

よ
る
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
、
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
規
律
・
放
水

訓
練
が
あ
り
、
そ
の
可
愛
い
姿

に
会
場
は
和
や
か
に
な
っ
た
。

最
後
は
、
全
車
両
に
よ
る
一

斉
放
水
で
締
め
く
く
っ
た
。

成

人

式

観

光

ま

ご

こ

ろ

運

動

消

防

出

初

式

地

鎮

祭



２月１６日（日） まちづくりフェスティバル 広報せとうち(１２)

～

逆

転

優

勝

～

奄
美
市
の
名
瀬
総
合
体
育
館

で
秋
季
男
子
９
人
制
バ
レ
ー
ボ

―
ル
大
会(

奄
美
市
名
瀬
バ
レ

―
バ
ー
ル
協
会
主
催)
が
開
催
。

群
島
内
か
ら
２３
チ
ー
ム
が

Ａ
級
Ｃ
級
に
わ
か
れ
、
競
技
が

行
わ
れ
た
。

Ａ
級
に
出
場
し
た
瀬
戸
内
ク

ラ
ブ
は
予
選
を
２
戦
全
勝
で
通

過
し
、
続
く
準
決
勝
で
は
、
奄

美
市
役
所
を
２
―
０
の
ス
ト
レ

ー
ト
で
破
り
、
決
勝
で
は
、
先

に
１
セ
ッ
ト
を
取
ら
れ
苦
し
い

展
開
と
な
っ
た
が
、
２
セ
ッ
ト

奪
い
返
し
勢
い
を
取
り
戻
し
、

３
セ
ッ
ト
を
２１-

１４
で
優
歩
を

下
し
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

平
成
２
６
年
2
月
号

№
６
5
９
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快適な衛生環境をサポート
●し尿汲取り・浄化槽清掃管理

●トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ
収集運搬

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
代表取締役 牧 学

１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い
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